
財
政
健
全
化
に
つ
い
て

質
問　

本
市
の
固
定
的
な
支
出
の
割
合

を
示
す
経
常
収
支
比
率
が
全
道
的
に
見

て
も
非
常
に
高
い
。
市
政
執
行
方
針
に

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
と
あ
る
が
、

い
つ
ま
で
に
策
定
す
る
の
か
。
ま
た
、

事
業
の
見
直
し
な
ど
総
合
的
に
考
え
る

べ
き
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

財
政
健
全
化
計
画
は
、
来
年
度

予
算
に
反
映
で
き
る
よ
う
年
内
の
策
定

を
目
指
し
ま
す
。策
定
に
当
た
っ
て
は
、

事
業
効
果
を
検
証
し
た
上
で
事
業
の
見

直
し
を
行
い
、
職
員
数
、
人
件
費
も
含

め
て
総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。
非
常
に

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
慎
重
に
取
り
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
を
起
点
と
し
た
地
域
産
業
づ
く

り
に
つ
い
て

質
問　

農
業
振
興
に
お
い
て
、
企
業
と

の
連
携
推
進
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
伺
う
。

答
弁　

近
年
、
異
業
種
か
ら
の
農
業
参

入
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
本
市
に
お
け
る
産
業
振
興
、

企
業
誘
致
の
テ
ー
マ
を
「
食
と
農
」
に

据
え
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
雇
用
の

場
の
創
出
を
最
重
要
課
題
と
す
る
地
方

創
生
の
取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
も
大

き
な
柱
と
な
る
の
は
農
業
と
考
え
て
い

ま
す
。
農
商
工
連
携
を
一
層
進
め
る
た

め
に
も
、
農
政
部
と
経
済
部
を
発
展
的

に
統
合
し
、
企
業
と
の
連
携
を
進
め
る

中
で
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

本
市
の
基
盤
と
な
る
産
業
の
育
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

質
問　

集
客
・
交
流
事
業
の
推
進
に
つ

い
て
、
菜
の
花
観
光
な
ど
、
外
国
人
も

含
め
て
観
光
客
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
観
光
案
内
、
情
報

発
信
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
必
要
と
考

え
る
が
、
Ｊ
Ｒ
滝
川
駅
、
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
商
店
街
へ
の
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
の
設

置
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

今
年
の
菜
の
花
観
光
に
12
万
人

が
訪
れ
、
そ
の
う
ち
８
８
０
人
の
外
国

人
観
光
客
の
入
り
込
み
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
今
後
、
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
設

置
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
関
係
機
関

や
団
体
と
連
携
を
図
り
、
進
め
て
い
き
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た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
改
修
に
つ
い
て

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
１
・
第

２
体
育
館
の
改
修
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

耐
震
性
の
確
保
を
最
優
先
し
、

安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
避
難
所
機
能

も
兼
ね
備
え
た
施
設
に
改
修
し
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

質
問　

本
市
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
街
で
あ

る
。今
後
、さ
ら
な
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
化
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
①
太
陽
光
発
電
、
②

風
力
発
電
、
③
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
④

バ
イ
オ
マ
ス
、
⑤
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
研
究
施
設
の
必
要
性
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁　

①
太
陽
光
発
電
は
、
固
定
価
格

買
取
制
度
の
促
進
期
間
が
３
年
を
経
過

し
、
こ
の
間
、
本
市
で
は
遊
休
地
に
４

か
所
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
実
現
す
る
な

ど
普
及
が
進
み
ま
し
た
が
、
今
後
は
条

件
面
な
ど
か
ら
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

②
風
力
発
電
は
、
江
部
乙
町
の
丸
加
山

で
風
況
調
査
を
行
い
１
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
も
う
１
年
調
査
を
継
続

中
で
す
。
③
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
最

近
注
目
を
浴
び
て
お
り
、
本
市
と
し
て

も
具
体
的
な
調
査
を
始
め
ま
す
。
④
バ

イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
は
、
可
能
性
は
低

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
⑤
環
境
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
研
究
施
設
は
、
本
市

で
進
め
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
と

の
連
携
に
つ
い
て

質
問　

今
年
度
の
入
学
者
が
大
幅
な
定

員
割
れ
と
な
っ
た
。
18
歳
人
口
が
減
少

し
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
を
迎
え
、
本

市
と
し
て
短
大
部
誘
致
の
原
点
に
立
ち
、

具
体
的
な
支
援
策
を
強
力
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

非
常
に
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
滝
川
西
高
と
短
大

部
と
の
高
大
連
携
や
市
と
短
大
部
と
の

災
害
時
の
協
力
な
ど
の
個
別
連
携
か
ら
、

今
後
は
今
ま
で
の
連
携
を
含
め
た
包
括

連
携
（
地
域
振
興
、
街
づ
く
り
、
人
材

育
成
、
教
育
の
質
の
向
上
、
経
営
の
安

定
化
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
な
ど
）

を
締
結
す
る
予
定
で
す
。

　

地
域
と
よ
り
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、

短
大
部
の
展
望
を
開
い
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
経
済
界
と
の
協
力
を
深

め
、
実
現
可
能
な
連
携
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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